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～ 本日の内容 ～

１ 地域共生社会の推進について

２ つくば市の状況

３ 家族支援のアプローチ



１ 地域共生社会の推進について

• 平成２７年９月に「新たな福祉サービスのシステム等のあり方
検討PT」報告として、「新たな時代に対応した福祉の提供ビ
ジョン」が示され、翌年6月に閣議決定された「ニッポン一億
総活躍プラン」に地域共生社会の実現が盛り込まれました。

• （「縦割り」の限界を克服する必要性）と（「つながり」の再
構築の必要性）→どうして？→地域の暮らしにおける安心感と
生きがいを生み出したい。

• 平成29年、令和2年の法改正を経て、より具体的に地域共生社
会の実現に必要なアプローチが提示されています。







２ つくば市の状況

• 社会資源：地域包括支援センター7か所、委託障害者相談支援
事業所(基幹相談支援センター機能)4か所、保健センター3か所、
子育て相談室、つくば成年後見センター、生活・自立サポート
センター(生活困窮者支援)、若者サポートステーションなど。

• 民生委員への引きこもりに関するアンケート調査により把握で
きた該当者数は 109 人でした。15～64 歳人口当たりの該当者
割合は、0.07％→把握されていない方はまだまだ存在している
（令和2年度つくば市健康増進課調査より）



２ つくば市の状況（庁内の連携）

• 平成30年度より、健康増進課を中心とした、引きこもりに関す
る横断的な連絡会議を実施。2か月に1回程度での実施。

• ホームページにて、引きこもり支援に関する情報提供（相談窓
口や実態調査結果など）

https://www.city.tsukuba.lg.jp/kosodate/kenkoiryo/kokoro/index.html

• 健康増進課、地域包括支援課、社会福祉課、学び推進課、子育
て相談室、障害者地域支援室 → 茨城県引きこもり相談支援
センター等を含めた、市町村における包括的な支援体制を形成





３ 家族支援のアプローチについて



• 支援者の価値観や時間軸で見た社会資源との接続を想像、点検

• 【所属機関や組織の境界】⇔【対象者世帯にとっての支援の入り口
(窓口機能)】

• ・・・それでも、恐れずに地域のつながりを求める世帯と向き合っ
ていきたいものです。

ご清聴ありがとうございました

「伴走型支援」
一人ひとりが多様で複雑な問題に面しながらも、生きてい

こうとする力を高め（エンパワーメント）、自律的な生(主
体的に自らの生き方を追求できる状態)を支える支援

ポイント


